
 近年、日本の音楽業界でも多くの韓国人ミュージシャンの活躍には目覚しいものがあ
ります。彼らが日本に進出する最大の理由は、日本の音楽市場が世界最大級であること。
例えば、2009年時点の日本の音楽総売上高は40億5000万米ドル（世界第2位）と、
韓国の1億4500万米ドル（世界第15位）の約28倍でした。また、日本に進出するも
うひとつの要因としては日本のＣＤの平均単価が高いことなども挙げられます。 
 では、彼らが日本で活躍できる秘策は何なのでしょうか？それは、日本でデビューす
る前に、歌や踊りなどの表現力はもちろんのこと、日本語も徹底的に勉強しているから
であると言われています。つまり日本人に親しんでもらえるように特訓を受けた上で、
日本のマーケットに進出しているのです。 
 
 このように、進出する先の国の文化に合わせた韓国の海外戦略は、音楽業界にとどま
りません。例えば薄型テレビで世界シェア1位を占めるサムスン電子もその一例です。
同社は、進出する先の地域に特化した商品開発とプロモーションが特徴的と言われてい
ます。国ごとにマーケティング担当者を置き、徹底的にその国の文化や習慣、流行をリ
サーチすることで、その国の文化にあった商品にカスタマイズし消費者のニーズに応え
ています。2010年、競争激化などの厳しい状況のなか、同社は半導体メモリーと携帯
電話などの市場においてシェアを拡大。前年比で売上高が13.4％増、営業利益は
58.3％増となりました。 
  
 韓国は、今後も地域密着型のマーケティングを元に、活躍の場を世界中に広げていく
のかもしれません。 
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